
TOEI(、 TOEFLなどの試験対策教材や各種言語の自習用e・Learning教材を自

由に利用できます。 e・Leamin8教材は自宅からもアクセスでき、一部教材はス

マートフォンやタブレットにも対応しています。授業のないCALL教室は自学自

習用に開放され、利用時間はスマートフォンからも確認でき、いつでもどこで

も学習できる環境が整っています。

青山、相模原の両キャンハスにサボート窓口が設置されており、 CALLシステム

の操作サポート、 P(全般のセキュリティやトラブル、 e・Leamingの各種問い合
わせにきめ細かく対応しています。

酉
而矧

A>ライブラリー(青山キャンパス8号館1階)およびAVコーナー(キ酎莫原キャ

ンパス万代記念図書館部皆)には、最新の音声・映像資料が多数所蔵されており、

自学自習教材として利用することができます。映画や視聴覚教材を使って自分

に合った教材や学習方法を見つけてください。
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こりょ教材を選べ

青山キャンパス

教土ず'オ設1

教室タイプ

教師デスク

●スクール型(8教室)

●伺時通訳プース併設型 0教室)

●アクティプラーニング型(4教室)

●全教室共通

●スクール型

13教室/ PC台数553

主な設備

字生PC問に中問モニタ

短焦点プロジェクタ

デスクトップPC+デュアルモニタ

ヘツドセツト、 AV機器(BIU.ray

デスクトップPC、ヘッドセット
学生デスク

倉

相模原キャンパス:8教室/PC台数350

●アクティプラーニング型

教室タイプ

教師デスク

●スクール型 0教室)

●アクティプラーニング型(7教室)

●全教室共通

学生デスク

(ALLシステム]

●スクール型

●アクティプ

CaLebo EX

ノートP(、ヘッドセット

ラーニング型

チエル株式会社

AOYAMA GAKUIN UNIVERSITY

プロシェクタ、スクリーン設置

青山学院大学

プレビユーモニタ

世界対応DVD)
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デスクトップPC+デユアルモニタ

ヘツドセツト、 AV機器(Btu・ray)

ノートPC、ヘッドセット

AOYAMA GAKUIN UNIVERSITY

[caLabo EX連携オプシヨン] caLabo Bridae :チエル株式会社

教材掲示装置、マイク

プレビューモニタ、教材掲示装置、マイ
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大学附置外国語ラポラトリー
■青山キャンパス

〒150-8366 東京都渋谷区渋谷4-4-25 巧号館6階

Tel.03・3409-7938 (ダイヤルイン)

■相模原キャンパス

〒252・5258 神奈川県相模原市中央区淵野辺5-10-1B棟2階

Tel.042-759-6005 (ダイヤ儿イン)
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Students and teachers are pleased that

DIAS, J. V. nevv cALL classrooms at AGu are

文学英米文学科
designed to maximize interaction and教授

encoura8e teachers to play a facilitat・

in8 role rather than being the "sage on the stage." NOW,

Students vvorking in groups can even share content appearing

On their screens with members of their sma11 group, a110vving

them to vvork independently from other groups. 1f, for

example, each 8roup is researching separate controversial

issues,information can be transferred among group members

Seamlessly. some classroorns a"ow for greater flexibility by

equipping students with tablet computer5 and chairs on

Wheels. To keep the class from becoming overly atomized,the

teacher and individual students can project content from

their tablets to an lnteractive vvhiteboards projector for a11 to

Vievv. The FLL has been bringing important innovations into

the cALL classrooms with the goal of having the techn0108y

enhance the educational experience
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ROBERTSON, C. E.
理工学部

准教授

暖

アクテイブ・ラーニングで

学ぶ意欲を引き出します。
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世界とつながり、

生きたフランス語を

学んでいます。

フランス語の習得を目指す学生にまず

必要なこと、それは「聞く力」の習得

です。聞く力を養うことで、話す力も

飛躍的に伸びるのです。そこで「フラ

ンス語会話」の授業では、 CALLシステムを活用して、実際

のフランス語会話を聞く機会を大幅に増やしました。さらに、

自宅からアクセス可能な「e・Learnin目プログラム」も用意し、

学生たちはいつでも好きな時間に、自分のへースで学べます。

本学フランス文学科独自のメソッドによるカリキュラムがさ

らに改善され、現地で収録したフランス人役者にょるドラマ

やゲームを通して、フランス文化に触れると同時に

e・Learnin且教材を通じて、学生たちは日本にいながら、フラ

ンスと繋がるのです。2年次からは、協定校のフランシュコ

ンテ大学院生がチューターとなりフランス語を学ぷシステム

も実施します。 CALL教室の活用により、学生たちは世界を

身近に感じながら学んていくのです。
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DHORNE, F.
文学部フランス文学科

教授
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外国語ラボラトリーは、国内でも最大規模の教室数を誇る、最新のPC環境にょるフルデジタル方式のCALじ孝曳

室を有しています。(ALL教室は、語学力向上のほか、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を最

大限に引き出す、ブレンデッド・ラーニングやアクティブ・ラーニングなど先進的な授業にも活用されています。

また、外国語ラボラトリーでは、毎年、外国語教育をテーマとした「外国語ラボラトリー主催公開セミナー」を

開催し、語学教育の向上と充実に努めています(「大学における通訳・翻訳を考える」、「外国語教育とアカデミック・ス

キルズ」など)。
笑Com uter Asslsted Langua8e Learnin

The main goal of the English pr08ram
LAMBACHER, S. G. in the scho010f socia11nformatics is to

社会憎報学部社会惰報学科
Provide hi8h quality language instruc・准教授

tion and cultural orientation to stu・

dents who require English for their academic, professional,

and personal needs. Learning is facilitated by highly qualified

and experienced teachers,innovative teaching method010目y,

and state・of・the・art educational techn010島,. During their

freshmen year, students enr011in two foundational courses in

English communication that focus on balancing innovation

With proven best practices in intensive listening, speaking,

readin今, writin今 and grammar. From the sophomore to senior

years, a variety of elective En81ish courses are 0仟ered to help

meet both their professional and educational needs,includin8

Courses in presentations, business vvritin8, research vvritin宮,

TOEIC, and TOEFL
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Re6nin号your
Understandin号of
En号lish and culture!
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グローバル社会で活躍できる人材の育成に貢献し、

学生の「学ぶ力」を支えています。
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世界に通用する技術者・科学者を育成

するには、まず学生自身が意欲的に学

ぶ姿勢をもたなけれぱなりません。そ

こで理工学部では、一般的な英語

(EGP)からアカデミックな英語(EAP)、専門的な英語(ESP)

まで高めていくカリキュラムを編成し、習熟度別クラスで授

業を展開しています。新しい島型編成のCALL教室を利用し

た学生主体の「アクティプ・ラーニング」を通じて、学生た

ちはグループごとに話し合い、意見をまとめ、発表する課題

解決型の学びに取り組んています。授業外のいつでもどこで

も学べるe・Leamin8システムも完備されており、学びを支え

る環境も充実しています。さらに、1年次から短期海外語学

研修に参加でき、将来に協定校への交換留学へとつなげてい

きます。学生たちが英語学習の必要性を感じながら学び、世

界へと羽ぱたいていくことを全力でサポートしています。
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